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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠隔操作の対象となる遠隔操作対象装置の操作に必要となる鍵コードを格納するサーバ
ーと、
　該サーバーに格納されている鍵コードをダウンロードし、ダウンロードした鍵コードを
、遠隔操作機器として利用する無線携帯端末へ送出する情報処理装置とを含んで構成され
る情報処理システムであって、
　前記情報処理装置が、
　各種情報が入力される第１の入力手段と、
　該第１の入力手段により入力された、鍵コードを特定するための特定情報など、所望の
鍵コードをダウンロードするにあたって必要となる第１の情報を前記サーバーへ送信する
第１の送信手段と、
　前記サーバーにより前記特定情報に基づき特定され、送信されてきた鍵コードを前記無
線携帯端末へ送出する第１の送出手段とを備え、
　前記サーバーが、
　複数の鍵コードと、これら複数の鍵コードの管理に必要となる管理情報とを関連付けて
記憶する第１の記憶手段と、
　前記情報処理装置から送信されてきた前記第１の情報に基づいて、前記第１の記憶手段
を検索し、鍵コードの特定を行う第１の特定手段と、
　該第１の特定手段により特定された鍵コードを前記情報処理装置へ送信する第２の送信
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手段とを備え、
　前記第１の情報に、遠隔操作に前記所望の鍵コードを必要とする遠隔操作対象装置を操
作すべき正規の操作者に関する情報が含まれ、
　また、複数の鍵コードの管理に必要となる前記管理情報にも、前記正規の操作者に関す
る情報が含まれ、
　前記第１の特定手段が、前記正規の操作者に関する情報を考慮に入れ、鍵コードの特定
だけでなく、前記無線携帯端末を使用する者が前記正規の操作者であるか否かの判断を行
うものであることを特徴とする情報処理システム。
【請求項２】
　前記正規の操作者に関する情報として、前記正規の操作者が使用する無線携帯端末を識
別するための識別情報が含まれていることを特徴とする請求項１記載の情報処理システム
。
【請求項３】
　前記第１の情報に、遠隔操作に前記所望の鍵コードを必要とする遠隔操作対象装置を操
作すべき正規の操作者だけが知り得る情報が含まれ、
　また、複数の鍵コードの管理に必要となる前記管理情報にも、前記正規の操作者だけが
知り得る情報が含まれ、
　前記第１の特定手段が、前記正規の操作者だけが知り得る情報を考慮に入れ、
鍵コードの特定だけでなく、前記無線携帯端末を使用する者が前記正規の操作者であるか
否かの判断を行うものであることを特徴とする請求項１又は請求項２記載の情報処理シス
テム。
【請求項４】
　前記正規の操作者だけが知り得る情報として、所定のサービス機関から前記正規の操作
者へ提供されるカードなどの提供物に記載されている暗証コードなどの情報、又は前記提
供物に記憶されている暗証コードなどの情報が含まれていることを特徴とする請求項３記
載の情報処理システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は情報処理システムに関し、より詳細には、遠隔操作の対象となる遠隔操作対象
装置の操作に必要となる鍵コードを、遠隔操作機器として利用する無線携帯端末（例えば
、携帯電話）へ取り込ませるための情報処理システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
携帯電話などの無線携帯端末は、小型軽量化とサービスエリアの拡充が進み、ほとんどど
の場所からでも通信サービスを利用することができるようになり、利用者は外出時だけに
限らず、自宅にいるときにでも前記無線携帯端末を常時携帯するようになってきている。
そして近年、この無線携帯端末の携帯性に着目した種々の提案がなされ、その一つに携帯
電話を用いてドアロックの施錠、解錠を行うようにしたものがある（特開２０００－２０
２９号公報（公知例１））。
【０００３】
図１６は、無線携帯端末が採用されたドアロックシステムではなく、実用化されているド
アロックシステムの一例を示したブロック図である。図中１はドアロック装置を示してお
り、ドアロック装置１はマイコン２と、各車両毎に設定された鍵コードが記憶されたＥＥ
ＰＲＯＭ３と、正規の運転者が携帯する携帯用送信機８から送信される信号（鍵コードを
含む信号）を受信するためのアンテナ４及び受信回路５とを含んで構成されている。
【０００４】
マイコン２にはドアの開閉状態を検出するためのドアカーテシスイッチ６と、ドアロック
アクチュエータ７とが接続されており、マイコン２ではドアの開閉状態を把握することが
でき、また、マイコン２は携帯用送信機８から送信されてくる信号と、ＥＥＰＲＯＭ３に
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記憶されている鍵コードと、ドアの開閉状態とに基づいて、ドアロックの施錠、解錠を行
うことができるようになっている。
【０００５】
例えば、マイコン２は全てのドアが閉じているときに、正しい鍵コード（すなわち、ＥＥ
ＰＲＯＭ３に記憶されている鍵コード）とロック指令コードとを含んで構成される信号を
受信すると、ドアロックアクチュエータ７を制御することによって、全てのドアをロック
状態にし、他方、正しい鍵コードとアンロック指令コードとを含んで構成される信号を受
信すると、ドアロックアクチュエータ７を制御することによって、全てのドアをアンロッ
ク状態にするようになっている。
【０００６】
ところが、公知例１に開示されているドアロックシステムは、遠隔操作機器として携帯電
話を採用したものであるが、その携帯電話に割り当てられている電話番号を鍵コードとし
て利用しているため、既存のドアロック装置１を利用してドアロックシステムを構築する
ことができないといった問題がある。
【０００７】
このような問題を解決するには、携帯電話に装備されている操作キーで所定の操作が行わ
れると、既存の携帯用送信機８と同様に、鍵コードとロック指令コード（又はアンロック
指令コード）とを含んで構成される信号が送信されるようにする必要がある。換言すれば
、携帯電話に既存のドアロック装置１を遠隔操作させるための遠隔操作機能を付加する必
要がある。
【０００８】
ところで、遠隔操作機能を無線携帯端末に付加する技術については、特開２００１－９４
６７５号公報（公知例２）に開示されている。この公知例２に開示されている発明は、サ
ーバーから電子機器（例えば、テレビ、ビデオ、エアコン、電灯）の機種ごとの遠隔操作
データをダウンロードするようにし、既存の電子機器に対して遠隔操作を実現するように
したものである。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、公知例２に開示されている発明は、利用者の制限を設ける必要性の少ない家庭
用電子機器の遠隔操作を対象としたものであり、利用者の制限を設ける必要のある電子機
器（例えば、鍵コードを必要とするドアロック装置１など）にはそのままでは採用するこ
とができないといった問題がある。
【００１０】
　本発明は上記課題に鑑みなされたものであって、利用者の制限を設ける必要のある電子
機器の遠隔操作を、該電子機器を操作すべき正規の操作者が無線携帯端末で実現するため
に、鍵コードを前記無線携帯端末へ登録させるための情報処理システムを提供することを
目的としている。
【００１１】
【課題を解決するための手段及びその効果】
　上記目的を達成するために本発明に係る情報処理システム（１）は、遠隔操作の対象と
なる遠隔操作対象装置の操作に必要となる鍵コードを格納するサーバーと、該サーバーに
格納されている鍵コードをダウンロードし、ダウンロードした鍵コードを、遠隔操作機器
として利用する無線携帯端末へ送出する情報処理装置とを含んで構成される情報処理シス
テムであって、前記情報処理装置が、各種情報が入力される第１の入力手段と、該第１の
入力手段により入力された、鍵コードを特定するための特定情報など、所望の鍵コードを
ダウンロードするにあたって必要となる第１の情報を前記サーバーへ送信する第１の送信
手段と、前記サーバーにより前記特定情報に基づき特定され、送信されてきた鍵コードを
前記無線携帯端末へ送出する第１の送出手段とを備え、前記サーバーが、複数の鍵コード
と、これら複数の鍵コードの管理に必要となる管理情報とを関連付けて記憶する第１の記
憶手段と、前記情報処理装置から送信されてきた前記第１の情報に基づいて、前記第１の
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記憶手段を検索し、鍵コードの特定を行う第１の特定手段と、該第１の特定手段により特
定された鍵コードを前記情報処理装置へ送信する第２の送信手段とを備え、前記第１の情
報に、遠隔操作に前記所望の鍵コードを必要とする遠隔操作対象装置を操作すべき正規の
操作者に関する情報が含まれ、また、複数の鍵コードの管理に必要となる前記管理情報に
も、前記正規の操作者に関する情報が含まれ、前記第１の特定手段が、前記正規の操作者
に関する情報を考慮に入れ、鍵コードの特定だけでなく、前記無線携帯端末を使用する者
が前記正規の操作者であるか否かの判断を行うものであることを特徴としている。
【００１２】
上記情報処理システム（１）によれば、遠隔操作の対象となる前記遠隔操作対象装置（例
えば、車両に装備されるドアロック装置）の操作に必要となる鍵コードを特定するための
前記特定情報（例えば、前記ドアロック装置が装備されている車両を特定する車両番号）
に基づき、前記サーバーにて特定された鍵コードが前記情報処理装置（例えば、パソコン
）へダウンロードされ、ダウンロードされた鍵コードが前記情報処理装置から前記無線携
帯端末（例えば、携帯電話）へ送出される。
【００１３】
そのため、公知例２に開示されている発明とは異なり、前記遠隔操作対象装置の操作に必
要となる鍵コードを前記情報処理装置へダウンロードさせ、前記情報処理装置へダウンロ
ードさせた鍵コードを前記無線携帯端末へ送出させることができる。従って、鍵コードを
必要とするドアロック装置やセキュリティ装置など、利用者の制限を設ける必要性のある
既存の電子機器の遠隔操作を、携帯電話などの無線携帯端末で実現することができる。
【００１４】
なお、図１は上記情報処理システム（１）を採用した場合における、鍵コードを携帯電話
へ書き込む流れの一例を説明するための説明図である。図中１１ａは通信事業者２１ａを
訪れた携帯電話１２ａを所持している所持者を示しており、所持者１１ａは車両１３ａに
装備されているドアロック装置１（図１６参照）の遠隔操作を、所持者１１ａ自身が所持
する携帯電話１２ａで実現させることを希望している者である。ドアロック装置１の操作
に必要となる鍵コードは、ドアロック装置１を構成するＥＥＰＲＯＭ３（図１６参照）に
記憶されている鍵コードである。
【００１５】
１．通信事業者２１ａを訪れた携帯電話１２ａの所持者１１ａが、通信事業者２１ａの従
業員２２ａに車両１３ａの車両番号を伝える。
２．従業員２２ａは、通信事業者２１ａに設置されているパソコン２３ａを使い、ネット
ワーク２４ａを介してサーバー２５ａに対し、車両１３ａの車両番号を送信する。
３．サーバー２５ａは、送信されてきた車両番号に基づいて、鍵コードの特定を行い、特
定した鍵コードをパソコン２３ａへ送信する。
４．パソコン２３ａは、サーバー２５ａから受信した鍵コードを携帯電話１２ａへ送出す
る。
【００２５】
　また、上記情報処理システム（１）においては、前記第１の情報に、遠隔操作に前記所
望の鍵コードを必要とする遠隔操作対象装置を操作すべき正規の操作者に関する情報が含
まれ、また、複数の鍵コードの管理に必要となる前記管理情報にも、前記正規の操作者に
関する情報が含まれ、前記第１の特定手段が、前記正規の操作者に関する情報を考慮に入
れ、鍵コードの特定だけでなく、前記無線携帯端末を使用する者が前記正規の操作者であ
るか否かの判断を行うものであることを特徴としている。
【００２６】
　ところで、上記情報処理システム（１）は、図１に示したように、通信事業者２１ａに
設置されているパソコン２３ａと鍵コードが格納されたサーバー２５ａとの間で、情報の
やり取りを行わせることにより、鍵コードの特定を行い、特定した鍵コードを携帯電話１
２ａへ送出させるシステムである。
【００２７】
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　鍵コードを特定するにあたって、所持者１１ａから通信事業者２１ａの従業員２２ａへ
伝えられる車両１３ａの車両番号というのは、誰でも知り得る情報であるため、所持者１
１ａが車両１３ａの所有者でなかったとしても、所持者１１ａの所持する携帯電話１２ａ
に、車両１３ａに装備されているドアロック装置１の遠隔操作に利用するための鍵コード
を書き込ませることができてしまい、車両の保安性が著しく低下する。
【００２８】
　そのため、鍵コードの特定だけでなく、携帯電話１２ａを使用する者（すなわち、所持
者１１ａ）がドアロック装置１が装備された車両１３ａの所有者（すなわち、ドアロック
装置１を操作すべき正規の操作者）であるか否かの判断を適切に行うことも非常に重要と
なる。
【００２９】
　上記情報処理システム（１）によれば、前記第１の情報に、遠隔操作に前記所望の鍵コ
ードを必要とする前記遠隔操作対象装置（例えば、車両に装備するドアロック装置）を操
作すべき正規の操作者（例えば、前記車両の所有者）に関する情報（例えば、前記車両の
所有者の名前、住所、生年月日）が含まれ、また、前記管理情報にも前記正規の操作者に
関する情報が含まれ、前記正規の操作者に関する情報を考慮に入れて、鍵コードの特定だ
けでなく、前記無線携帯端末（例えば、携帯電話）を使用する者が前記正規の操作者であ
るか否かの判断が行われる。
【００３０】
　すなわち、鍵コードを特定するための特定情報（例えば、ドアロック装置１が装備され
ている車両１３ａを特定するための車両番号）だけでなく、前記正規の操作者に関する情
報を考慮に入れて、鍵コードの特定や、前記無線携帯端末を使用する者が前記正規の操作
者であるか否かの判断が行われるので、鍵コードの特定をより精度良く行うことができる
のはもちろん、車両１３ａの所有者でない別の人間が所持する携帯電話１２ａに、車両１
３ａのドアロック装置１に利用される鍵コードが書き込まれるのを防止することができる
。
【００３１】
　また、本発明に係る情報処理システム（２）は、上記情報処理システム（１）において
、前記正規の操作者に関する情報として、前記正規の操作者が使用する無線携帯端末を識
別するための識別情報が含まれていることを特徴としている。
【００３２】
　上記情報処理システム（２）によれば、前記正規の操作者（例えば、前記車両の所有者
）に関する情報として、前記正規の操作者が使用する無線携帯端末（例えば、携帯電話）
を識別するための識別情報（例えば、前記携帯電話の電話番号）が含まれ、前記識別情報
を考慮に入れて、鍵コードの特定や、前記無線携帯端末を使用する者が前記正規の操作者
であるか否かの判断が行われる。
【００３３】
例えば、携帯電話の電話番号を考慮に入れることによって、通信事業者２１ａに訪れた所
持者１１ａ（所持者１１ａは、車両１３ａの所有者であるとは限らない）の所持している
携帯電話１２ａが、車両１３ａの所有者のものであるか否かの判断を行うことができる。
なお、携帯電話１２ａの電話番号については、携帯電話１２ａのディスプレイ画面上に表
示されるようになっているため、ディスプレイ画面上に表示された内容から携帯電話１２
ａの電話番号を確認することができる。
【００３４】
また、最近の携帯電話１２ａは、その所有者だけが知り得る暗証番号などが登録されるよ
うになっているため、通信事業者２１ａに訪れている所持者１１ａが携帯電話１２ａに登
録されている暗証番号を知っているか否かによって、所持者１１ａが携帯電話１２ａの所
有者であるか否かの確認をとることができる。
【００３５】
これにより、所持者１１ａが車両１３ａの所有者であるか否かの判断を直接行うことがで
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きなかったとしても、携帯電話１２ａが車両１３ａの所有者のものであることが判明し、
なおかつ所持者１１ａが携帯電話１２ａの所有者であることが判明すれば、これら２つの
命題から、所持者１１ａが車両１３ａの所有者であると断定することができる。よって、
前記無線携帯端末の識別情報を考慮に入れることによって、非常に優れた情報処理システ
ムを実現することができる。
【００３６】
　また、本発明に係る情報処理システム（３）は、上記情報処理システム（１）又は（２
）において、前記第１の情報に、遠隔操作に前記所望の鍵コードを必要とする遠隔操作対
象装置を操作すべき正規の操作者だけが知り得る情報が含まれ、また、複数の鍵コードの
管理に必要となる前記管理情報にも、前記正規の操作者だけが知り得る情報が含まれ、前
記第１の特定手段が、前記正規の操作者だけが知り得る情報を考慮に入れ、鍵コードの特
定だけでなく、前記無線携帯端末を使用する者が前記正規の操作者であるか否かの判断を
行うものであることを特徴としている。
【００３７】
　上記情報処理システム（３）によれば、前記第１の情報に、遠隔操作に前記所望の鍵コ
ードを必要とする前記遠隔操作対象装置（例えば、車両に装備するドアロック装置）を操
作すべき正規の操作者（例えば、前記車両の所有者）だけが知り得る情報（例えば、車両
購入時に所有者が登録しておくパスワード）が含まれ、また、前記管理情報にも前記正規
の操作者だけが知り得る情報が含まれ、前記正規の操作者だけが知り得る情報を考慮に入
れて、鍵コードの特定だけでなく、前記無線携帯端末（例えば、携帯電話）を使用する者
が前記正規の操作者であるか否かの判断が行われる。
【００３８】
　すなわち、鍵コードを特定するための特定情報（例えば、ドアロック装置１が装備され
ている車両１３ａを特定するための車両番号）などの他に、前記正規の操作者だけが知り
得る情報を考慮に入れて、鍵コードの特定や、前記無線携帯端末を使用する者が前記正規
の操作者であるか否かの判断が行われるので、鍵コードの特定をより精度良く行うことが
できるのはもちろん、車両１３ａの所有者でない別の人間が所持する携帯電話１２ａに、
車両１３ａのドアロック装置１に利用される鍵コードが書き込まれるのを防止することが
できる。
【００３９】
　また、本発明に係る情報処理システム（４）は、上記情報処理システム（３）において
、前記正規の操作者だけが知り得る情報として、所定のサービス機関から前記正規の操作
者へ提供されるカードなどの提供物に記載されている暗証コードなどの情報、又は前記提
供物に記憶されている暗証コードなどの情報が含まれていることを特徴としている。
【００４０】
　上記情報処理システム（４）によれば、前記正規の操作者（例えば、前記車両の所有者
）だけが知り得る情報として、所定のサービス機関（例えば、前記車両に前記ドアロック
装置を取り付けた車両販売事業者）から前記正規の操作者へ提供されるカードなどの提供
物に記載されている暗証コードなどの情報、又は前記提供物に記憶されている暗証コード
などの情報が含まれ、これら情報を考慮に入れて、鍵コードの特定や、前記無線携帯端末
を使用する者が前記正規の操作者であるか否かの判断が行われる。
【００４１】
このように、前記正規の操作者はパスワードなどを記憶しておかなくても、前記所定のサ
ービス機関から提供されるカードなどの提供物をもっていれば良いだけであるので、前記
正規の操作者にとって非常に使い勝手の良いシステムとすることができる。
【００６２】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明に係る情報処理システムの実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００６３】
図４は、実施の形態（１）に係る情報処理システムの要部を概略的に示したブロック図で
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ある。また、先に説明した図１は、実施の形態（１）に係る情報処理システムを採用した
場合における、鍵コードを携帯電話へ書き込む流れを説明するための説明図である。
【００６４】
携帯電話１２ａ（本発明の無線携帯端末に対応）は各種の制御を行う制御部１０１と、ア
ンテナ１０２を介して外部と無線通信を行う通信部１０３と、制御部１０１における処理
結果やパソコン２３ａ（本発明の情報処理装置に対応）から送信されてくる遠隔操作デー
タ及び鍵コードなどを格納するためのメモリ１０４と、文字情報などを表示する表示部１
０５と、各種操作内容を入力するための入力部１０６と、発光素子１０７（例えば、発光
ダイオード）と、発光素子１０７を発光させて遠隔操作信号を送出させるドライバ１０８
とを含んで構成されている。また、制御部１０１はパソコン２３ａから送信されてくるデ
ータを取り込むことができるようになっている。
【００６５】
通信事業者２１ａ（図１参照）に設置されているパソコン２３ａは各種の制御を行う制御
部２０１と、ネットワーク２４ａに接続され、ネットワーク２４ａを介して各種データの
やり取りを行うための通信部２０２と、制御部２０１における処理結果やサーバー２５ａ
から送信されてくるデータなどを格納するためのメモリ２０３と、文字情報などを表示す
る表示部２０４と、各種操作内容を入力するための入力部２０５と、携帯電話１２ａへデ
ータを送出する送出部２０６とを含んで構成されている。
【００６６】
車両販売事業者が運営管理するサーバー２５ａは各種の制御を行う制御部３０１と、ネッ
トワーク２４ａに接続され、ネットワーク２４ａを介して各種データのやり取りを行うた
めの通信部３０２と、制御部３０１における処理結果やパソコン２３ａから送信されてく
るデータなどを格納するためのメモリ３０３と、ドアロック装置１（図１参照）を遠隔操
作するための遠隔操作データを格納するメモリ３０４と、データベース３０５とを含んで
構成されている。
【００６７】
なお、パソコン２３ａの通信部２０２、及びサーバー２５ａの通信部３０２にはネットワ
ーク２４ａを用いて行う通信内容の機密性を確保するための暗号化及び複合化処理を行う
機能が内蔵されており、ネットワーク２４ａを介して第三者がパソコン２３ａ及びサーバ
ー２５ａ間で行う通信内容を盗聴できないようになっている。
【００６８】
前記遠隔操作データには、携帯電話１２ａを遠隔操作機器として動作させるためのアプリ
ケーションプログラムＰ１が含まれている。また、データベース３０５に格納されている
ファイルには、顧客情報ファイル３０６と、鍵コードファイル３０７と、通信事業者ファ
イル３０８とが含まれている。
【００６９】
顧客情報ファイル３０６は、車両販売事業者の顧客（例えば、前記車両販売事業者から車
両を購入した者）に関する情報を記憶するファイルであり、図５（ａ）に示したように、
ＩＤコード、顧客名、住所、電話番号（自宅）、電話番号（携帯電話）、生年月日、メー
ルアドレス、車両番号（一）、車両番号（二）など、顧客に関する情報が格納されている
。
【００７０】
鍵コードファイル３０７は、図５（ｂ）に示したように、顧客が購入した車両の車両番号
と、前記車両に装備されているドアロック装置に割り当てられている鍵コードとを対応付
けて記憶させたものであり、例えば、車両番号「神戸×××い××－××」である車両に
装備されているドアロック装置１（図１、図１６参照）には鍵コード「３７２５９」が割
り当てられていることを示している。なお、ドアロック装置１に割り当てられている鍵コ
ードとは、ドアロック装置１を構成するＥＥＰＲＯＭ３（図１６参照）に記憶されている
鍵コードである。
【００７１】
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通信事業者ファイル３０８は、車両販売事業者と提携し、該車両販売事業者の顧客が所有
する携帯電話１２ａに鍵コード及び遠隔操作データを書き込むサービスを行う通信事業者
２１ａに関する情報を記憶するファイルであり、図５（ｃ）に示したように、ＩＤコード
、事業者名、店舗名、所在地、電話番号、各店舗毎に割り当てられたパスワードなど、提
携する通信事業者２１ａに関する情報が格納されている。
【００７２】
次に、実施の形態（１）に係る情報処理システムにおけるパソコン２３ａ（の制御部２０
１）と、サーバー２５ａ（の制御部３０１）と、携帯電話１２ａ（の制御部１０１）とに
おける処理動作▲１▼を図６に示したフローチャートに基づいて説明する。まず、パソコ
ン２３ａからネットワーク２４ａに対して所定のＵＲＬ（Uniform Resource Locator）へ
アクセスされ、サーバー２５ａへ接続されると（ステップＳ１）、サーバー２５ａはパソ
コン２３ａへトップ画面データを送信する（ステップＳ２）。
【００７３】
パソコン２３ａでは前記トップ画面データを受信すると（ステップＳ３）、受信した前記
トップ画面データに基づいて、ＩＤコード及びパスワードの入力が可能な画面を表示部２
０４に表示し（ステップＳ４）、この画面を通じて、通信事業者２１ａのＩＤコード及び
パスワードが入力され、入力されたこれら情報の送信指示があると、これら情報をサーバ
ー２５ａへ送信する（ステップＳ５）。
【００７４】
サーバー２５ａではパソコン２３ａから送信されてくるＩＤコード及びパスワードを受信
すると（ステップＳ６）、受信したＩＤコード及びパスワードに基づいて、通信事業者フ
ァイル３０８を検索し、パソコン２３ａの使用者が正規の通信事業者であるか否かを判断
する（ステップＳ７）。
【００７５】
正規の通信事業者であると判断すれば、顧客情報入力画面データをパソコン２３ａへ送信
する（ステップＳ８）。一方、正規の通信事業者でないと判断すれば、前記使用者に対し
て警告するための処理、又は再度ＩＤコード及びパスワードの入力を促す処理などを行う
。
【００７６】
パソコン２３ａでは前記顧客情報入力画面データを受信すると（ステップＳ９）、受信し
た前記顧客情報入力画面データに基づいて、顧客の名前、住所、生年月日、及び顧客の購
入した車両の車両番号の入力が可能な顧客情報入力画面を表示部２０４へ表示し（ステッ
プＳ１０）、この顧客情報入力画面を通じて、通信事業者２１ａに訪れた携帯電話１２ａ
を所持している所持者１１ａ（図１参照）の名前、住所、生年月日、及び車両１３ａの車
両番号が入力され、入力されたこれら情報の送信指示があると、これら情報をサーバー２
５ａへ送信する（ステップＳ１１）。なお、これら情報は所持者１１ａから、通信事業者
２１ａの従業員２２ａ（図１参照）に対して伝えられる情報であり、名前、住所、生年月
日については、所持者１１ａの運転免許証で確認することのできる情報である。
【００７７】
サーバー２５ａではパソコン２３ａから送信されてくるこれら情報を受信すると（ステッ
プＳ１２）、受信したこれら情報に基づいて、顧客情報ファイル３０６を検索し、通信事
業者２１ａを訪れている所持者１１ａが正規の顧客であるか否かを判断する（ステップＳ
１３）。
【００７８】
正規の顧客であると判断すれば、鍵コードファイル３０７を検索し、ステップＳ１２で受
信した車両番号に対応する鍵コードを特定し（ステップＳ１４）、次に、メモリ３０４に
格納されている遠隔操作データを読み出し（ステップＳ１５）、読み出した遠隔操作デー
タとステップＳ１４で特定した鍵コードとをネットワーク２４ａを介してパソコン２３ａ
へ送信する（ステップＳ１６）。一方、正規の顧客でないと判断すれば、前記使用者に対
して警告するための処理、又は再度顧客情報の入力を促す処理などを行う。
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【００７９】
パソコン２３ａではサーバー２５ａから送信されてくる遠隔操作データ及び鍵コードを受
信すると（ステップＳ１７）、受信した遠隔操作データ及び鍵コードをメモリ２０３へ格
納し（ステップＳ１８）、次に、遠隔操作データ及び鍵コードを送出部２０６から携帯電
話１２ａへ送出する（ステップＳ１９）。
【００８０】
携帯電話１２ａではパソコン２３ａから送出されてくる遠隔操作データ及び鍵コードを受
信すると（ステップＳ２０）、受信した遠隔操作データ及び鍵コードをメモリ１０４に格
納する（ステップＳ２１）。このように、遠隔操作データ及び鍵コードをメモリ１０４に
格納した後は、携帯電話１２ａを使ってドアロック装置１の遠隔操作を行うことができる
ようになる。
【００８１】
上記実施の形態（１）に係る情報処理システムによれば、遠隔操作の対象となる車両１３
ａに装備されるドアロック装置１の操作に必要となる鍵コードを特定するための特定情報
（ここでは、車両１３ａの車両番号）に基づき、サーバー２５ａにて特定された鍵コード
と遠隔操作データとがパソコン２３ａへダウンロードされ、ダウンロードされた鍵コード
と遠隔操作データとがパソコン２３ａから携帯電話１２ａへ送出される。これにより、利
用者の制限を設ける必要のある既存のドアロック装置１の遠隔操作を携帯電話１２ａで実
現することができる。
【００８２】
また、サーバー２５ａでの鍵コードの特定を、車両１３ａの車両番号だけでなく、車両１
３ａの所有者の名前、住所、生年月日を考慮に入れているため、鍵コードの特定を精度良
く行うことができるのはもちろん、車両１３ａの真の所有者でない別の人間が所持する携
帯電話１２ａに、車両１３ａのドアロック装置１に利用される鍵コードが書き込まれるの
を防止することができる。
【００８３】
なお、上記実施の形態（１）に係る情報処理システムでは、顧客情報として、パソコン２
３ａから顧客の名前、住所、生年月日、及び顧客の購入した車両の車両番号を示す情報を
サーバー２５ａへ送信し、サーバー２５ａではこれら情報に基づいて、所持者１１ａが正
規の顧客（すなわち、車両１３ａの真の所有者）であるか否かといった判断や鍵コードの
特定を行っているが、前記判断や前記特定に利用できる顧客情報はこれら情報に限定され
るものではない。
【００８４】
例えば、別の実施の形態に係る情報処理システムでは、所持者１１ａが所持する携帯電話
１２ａ（すなわち、鍵コードの書き込み先となる携帯電話１２ａ）の電話番号を、前記判
断や前記特定に用いるようにしても良い。
【００８５】
図５（ａ）に示したように、サーバー２５ａの顧客情報ファイル３０６に顧客の所有する
携帯電話の電話番号が登録されていれば、携帯電話１２ａの電話番号に基づいて、携帯電
話１２ａが正規の顧客のものであるか否かの判断を行うことができる。なお、携帯電話１
２ａの電話番号については、通常、表示部１０５に表示されるようになっているため、表
示部１０５に表示された内容から携帯電話１２ａの電話番号を確認することができる。
【００８６】
また、最近の携帯電話１２ａは、その所有者だけが知り得る暗証番号などが登録されるよ
うになっているため、通信事業者２１ａに訪れている所持者１１ａが、前記暗証番号を知
っているか否かによって、所持者１１ａが携帯電話１２ａの所有者であるか否かを判断す
ることができる。
【００８７】
これにより、所持者１１ａが正規の顧客であるか否かの判断を直接行うことができなかっ
たとしても、携帯電話１２ａが正規の顧客のものであることが判明し、なおかつ所持者１
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１ａが携帯電話１２ａの所有者であることが判明すれば、これら２つの命題から、所持者
１１ａが正規の顧客であると判断することができる。
【００８８】
なお、通信事業者２１ａに訪れている所持者１１ａが、携帯電話１２ａの所有者であるか
否かの判断については、所持者１１ａが携帯電話１２ａに登録されている暗証番号を知っ
ているか否かの判断だけではなく、携帯電話１２ａに所有者の指紋情報や話者情報などを
登録することができ、さらに指紋認識や話者認識などの機能が装備されていれば、このよ
うな機能を使って、所持者１１ａが携帯電話１２ａの所有者であるか否かの判断を行うよ
うにしても良い。
【００８９】
また、上記実施の形態（１）に係る情報処理システムでは、サーバー２５ａからパソコン
２３ａへ遠隔操作データと鍵コードとを一緒に送信させ、パソコン２３ａから携帯電話１
２ａへも遠隔操作データと鍵コードとを一緒に送信させるようにしているが、別の実施の
形態に係る情報処理システムでは、遠隔操作データと鍵コードとを異なるタイミングで送
信させるようにしても良い。
【００９０】
また、遠隔操作データについては、携帯電話１２ａがサーバー２５ａから直接取り込んで
も良く、また、パソコン２３ａに遠隔操作データを格納させておき、サーバー２５ａから
パソコン２３ａへの遠隔操作データの送信処理を削除するようにしても良い。
【００９１】
また、上記実施の形態（１）に係る情報処理システムでは、通信事業者２１ａに設置され
たパソコン２３ａを使って、携帯電話１２ａへ鍵コードを送出するようにしているが、パ
ソコン２３ａは通信事業者２１ａに設置される場合に限定されるものではなく、車両販売
事業者などに設置されたものであっても良い。
【００９２】
　図７は、実施の形態（２）に係る情報処理システムの要部を概略的に示したブロック図
である。なお、図４に示した情報処理システムと同様の構成部分については同符号を付し
ている。また、図２は、実施の形態（２）に係る情報処理システムを採用した場合におけ
る、鍵コードを携帯電話へ書き込む流れを説明するための説明図である。
【００９３】
携帯電話１２ｂ（本発明の無線携帯端末に対応）は各種の制御を行う制御部１１１と、ア
ンテナ１０２を介して外部と無線通信を行う通信部１０３と、制御部１１１における処理
結果やサーバー２５ｂから送信されてくる遠隔操作データ及び鍵コードなどを格納するた
めのメモリ１０４と、文字情報などを表示する表示部１０５と、各種操作内容を入力する
ための入力部１０６と、発光素子１０７（例えば、発光ダイオード）と、発光素子１０７
を発光させて遠隔操作信号を送出させるドライバ１０８とを含んで構成されている。
【００９４】
車両販売事業者が運営管理するサーバー２５ｂは各種の制御を行う制御部３１１と、ネッ
トワーク２４ｂに接続され、ネットワーク２４ｂを介して各種データのやり取りを行うた
めの通信部３０２と、制御部３１１における処理結果や携帯電話１２ｂから送信されてく
るデータなどを格納するためのメモリ３０３と、ドアロック装置１を遠隔操作するための
遠隔操作データを格納するメモリ３０４と、データベース３１５とを含んで構成されてい
る。
【００９５】
前記遠隔操作データには、携帯電話１２ｂを遠隔操作機器として動作させるためのアプリ
ケーションプログラムＰ１が含まれている。また、データベース３１５に格納されている
ファイルには、顧客情報ファイル３０６（図５（ａ）参照）と、鍵コードファイル３０７
（図５（ｂ）参照）とが含まれている。
【００９６】
次に、実施の形態（２）に係る情報処理システムにおける携帯電話１２ｂ（の制御部１１
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１）と、サーバー２５ｂ（の制御部３１１）とにおける処理動作▲２▼を図８に示したフ
ローチャートに基づいて説明する。まず、携帯電話１２ｂから基地局２６ｂを介し、ネッ
トワーク２４ｂに対して所定のＵＲＬへアクセスされ、サーバー２５ｂへ接続されると（
ステップＳ３１）、サーバー２５ｂは携帯電話１２ｂへ、顧客情報の入力が可能なトップ
画面データを送信する（ステップＳ３２）。
【００９７】
携帯電話１２ｂでは前記トップ画面データを受信すると（ステップＳ３３）、受信した前
記トップ画面データに基づいて、顧客の名前、住所、生年月日、及び顧客の購入した車両
の車両番号の入力が可能なトップ画面を表示部１０５へ表示し（ステップＳ３４）、この
トップ画面を通じて、携帯電話１２ｂを所持している所持者１１ｂ（図２参照）の名前、
住所、生年月日、及び車両１３ｂ（図２参照）の車両番号が入力され、入力されたこれら
情報の送信指示があると、これら情報をサーバー２５ｂへ送信する（ステップＳ３５）。
【００９８】
サーバー２５ｂでは携帯電話１２ｂから送信されてくるこれら情報を受信すると（ステッ
プＳ３６）、受信したこれら情報に基づいて、顧客情報ファイル３０６を検索し、携帯電
話１２ｂの所持者１１ｂが正規の顧客であるか否かを判断する（ステップＳ３７）。
【００９９】
正規の顧客であると判断すれば、鍵コードファイル３０７を検索し、ステップＳ３６で受
信した車両番号に対応する鍵コードを特定し（ステップＳ３８）、次に、メモリ３０４に
格納されている遠隔操作データを読み出し（ステップＳ３９）、読み出した遠隔操作デー
タと特定した鍵コードとをネットワーク２４ｂを介して携帯電話１２ｂへ送信する（ステ
ップＳ４０）。一方、正規の顧客でないと判断すれば、所持者１１ｂに対して警告するた
めの処理、又は再度顧客情報の入力を促す処理などを行う。
【０１００】
携帯電話１２ｂではサーバー２５ｂから送信されてくる遠隔操作データ及び鍵コードを受
信すると（ステップＳ４１）、受信した遠隔操作データ及び鍵コードをメモリ１０４に格
納する（ステップＳ４２）。このように、遠隔操作データ及び鍵コードをメモリ１０４に
格納した後は、携帯電話１２ｂを使ってドアロック装置１（図２参照）の遠隔操作を行う
ことができるようになる。
【０１０１】
上記実施の形態（２）に係る情報処理システムによれば、遠隔操作の対象となる車両１３
ｂに装備されるドアロック装置１の操作に必要となる鍵コードを特定するための特定情報
（ここでは、車両１３ｂの車両番号）に基づき、サーバー２５ｂにて特定された鍵コード
と遠隔操作データとが携帯電話１２ｂへダウンロードされる。これにより、利用者の制限
を設ける必要のある既存のドアロック装置１の遠隔操作を携帯電話１２ｂで実現すること
ができる。
【０１０２】
また、サーバー２５ｂでの鍵コードの特定を、車両１３ｂの車両番号だけでなく、車両１
３ｂの所有者の名前、住所、生年月日を考慮に入れているため、鍵コードの特定を精度良
く行うことができるのはもちろん、車両１３ｂの真の所有者でない別の人間が所持する携
帯電話１２ｂに、車両１３ｂに装備されるドアロック装置１に利用される鍵コードが書き
込まれるのを防止することができる。
【０１０３】
なお、上記実施の形態（２）に係る情報処理システムでは、顧客情報として、携帯電話１
２ｂから顧客の名前、住所、生年月日、及び顧客の購入した車両の車両番号を示す情報を
サーバー２５ｂへ送信し、サーバー２５ｂではこれら情報に基づいて、携帯電話１２ｂの
所持者１１ｂが正規の顧客（すなわち、車両１３ｂの真の所有者）であるか否かといった
判断や鍵コードの特定を行っているが、前記判断や前記特定に利用できる顧客情報はこれ
ら情報に限定されるものではない。
【０１０４】
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例えば、別の実施の形態に係る情報処理システムでは、所持者１１ｂが所持する携帯電話
１２ｂ（すなわち、鍵コードの書き込み先となる携帯電話１２ｂ）の電話番号を、前記判
断や前記特定に用いるようにしても良い。
【０１０５】
図５（ａ）に示したように、サーバー２５ｂの顧客情報ファイル３０６に顧客の所有する
携帯電話の電話番号が登録されていれば、携帯電話１２ｂの電話番号に基づいて、携帯電
話１２ｂが正規の顧客のものであるか否かの判断を行うことができる。なお、携帯電話１
２ｂの電話番号を示す情報については、ネットワーク２４ｂを介して自動的にサーバー２
５ｂへ送信されるようになっているため、サーバー２５ｂでは携帯電話１２ｂの電話番号
を把握することができるようになっている。
【０１０６】
また、上記実施の形態（２）に係る情報処理システムでは、サーバー２５ｂから携帯電話
１２ｂへ遠隔操作データと鍵コードとを一緒に送信させるようにしているが、別の実施の
形態に係る情報処理システムでは、遠隔操作データと鍵コードとを異なるタイミングで送
信させるようにしても良い。
【０１０７】
　図９は、実施の形態（３）に係る情報処理システムの要部を概略的に示したブロック図
である。なお、図４に示した情報処理システムと同様の構成部分については同符号を付し
ている。また、図３は、実施の形態（３）に係る情報処理システムを採用した場合におけ
る、鍵コードを携帯電話へ書き込む流れを説明するための説明図である。
【０１０８】
携帯電話１２ｃは各種の制御を行う制御部１２１と、アンテナ１０２を介して外部と無線
通信を行う通信部１０３と、制御部１２１における処理結果やパソコン２３ｃ（本発明の
情報処理装置に対応）から送信されてくる遠隔操作データ及び鍵コードなどを格納するた
めのメモリ１０４と、文字情報などを表示する表示部１０５と、各種操作内容を入力する
ための入力部１０６と、発光素子１０７（例えば、発光ダイオード）と、発光素子１０７
を発光させて遠隔操作信号を送出させるドライバ１０８とを含んで構成されている。また
、制御部１２１はパソコン２３ｃから送信されてくるデータを取り込むことができるよう
になっている。
【０１０９】
車両販売事業者２１ｃ（図３参照）に設置されているパソコン２３ｃは各種の制御を行う
制御部２２１と、制御部２２１における処理結果などを格納するためのメモリ２０３と、
文字情報などを表示する表示部２０４と、各種操作内容を入力するための入力部２０５と
、携帯電話１２ｃへ遠隔操作データを送出する送出部２０６と、ドアロック装置１（図３
参照）を遠隔操作するための遠隔操作データを格納するメモリ２２２と、データベース２
２３とを含んで構成されている。
【０１１０】
前記遠隔操作データには、携帯電話１２ｃを遠隔操作機器として動作させるためのアプリ
ケーションプログラムＰ１が含まれている。また、データベース２２３に格納されている
ファイルには、顧客情報ファイル２２４（図５（ａ）参照）と、鍵コードファイル２２５
（図５（ｂ）参照）とが含まれている。
【０１１１】
次に、実施の形態（３）に係る情報処理システムにおけるパソコン２３ｃ（の制御部２２
１）の行う処理動作▲３▼を図１０に示したフローチャートに基づいて説明する。まず、
顧客の名前、住所、生年月日、及び顧客の購入した車両の車両番号の入力が可能な顧客情
報入力画面を表示部２０４へ表示する（ステップＳ５１）。
【０１１２】
次に、この顧客情報入力画面を通じて、車両販売事業者２１ｃに訪れた携帯電話１２ｃを
所持している所持者１１ｃ（図３参照）の名前、住所、生年月日、及び車両１３ｃ（図３
参照）の車両番号の入力が完了したか否かを判断し（ステップＳ５２）、入力が完了した
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と判断すれば、入力されたこれら情報に基づいて、顧客情報ファイル２２４を検索し、携
帯電話１２ｃの所持者１１ｃが正規の顧客であるか否かを判断する（ステップＳ５３）。
【０１１３】
正規の顧客であると判断すれば、鍵コードファイル２２５を検索し、入力された車両番号
に対応する鍵コードを特定し（ステップＳ５４）、次に、メモリ２２２に格納されている
遠隔操作データを読み出し（ステップＳ５５）、読み出した遠隔操作データとステップＳ
５４で特定した鍵コードとを携帯電話１２ｃへ送信する（ステップＳ５６）。一方、正規
の顧客でないと判断すれば、車両販売事業者２１ｃの従業員２２ｃ（図３参照）に対して
警告するための処理、又は再度顧客情報の入力を促す処理などを行う。
【０１１４】
携帯電話１２ｃではパソコン２３ｃから送信されてくる遠隔操作データ及び鍵コードを受
信すると、受信した遠隔操作データ及び鍵コードをメモリ１０４に格納するようになって
いる。このように、遠隔操作データ及び鍵コードをメモリ１０４に格納した後は、携帯電
話１２ｃを使ってドアロック装置１（図３参照）の遠隔操作を行うことができるようにな
っている。
【０１１５】
上記実施の形態（３）に係る情報処理システムによれば、パソコン２３ｃで特定情報（こ
こでは、車両１３ｃの車両番号）に基づき特定された鍵コードが、パソコン２３ｃから携
帯電話１２ｃへ送出される。これにより、利用者の制限を設ける必要性のある既存のドア
ロック装置１の遠隔操作を携帯電話１２ｃで実現することができる。
【０１１６】
また、パソコン２３ｃでの鍵コードの特定を、車両１３ｃの車両番号だけでなく、車両１
３ｃの所有者の名前、住所、生年月日を考慮に入れているため、鍵コードの特定を精度良
く行うことができるのはもちろん、車両１３ｃの真の所有者でない別の人間が所持する携
帯電話１２ｃに、車両１３ｃに装備されるドアロック装置１に利用される鍵コードが書き
込まれるのを防止することができる。
【０１１７】
なお、上記実施の形態（３）に係る情報処理システムでは、顧客情報として、顧客の名前
、住所、生年月日、及び顧客の購入した車両の車両番号を示す情報がパソコン２３ｃへ入
力され、パソコン２３ｃでは入力されたこれら情報に基づいて、携帯電話１２ｃの所持者
１１ｃが正規の顧客（すなわち、車両１３ｃの真の所有者）であるか否かといった判断や
鍵コードの特定を行っているが、前記判断や前記特定に利用できる顧客情報はこれら情報
に限定されるものではない。
【０１１８】
例えば、別の実施の形態に係る情報処理システムでは、所持者１１ｃが所持する携帯電話
１２ｃ（すなわち、鍵コードの書き込み先となる携帯電話１２ｃ）の電話番号を、前記判
断や前記特定に用いるようにしても良い。
【０１１９】
図５（ａ）に示したように、顧客情報ファイル２２４に顧客の所有する携帯電話の電話番
号が登録されていれば、携帯電話１２ｃの電話番号に基づいて、携帯電話１２ｃが正規の
顧客のものであるか否かの判断を行うことができる。なお、携帯電話１２ｃの電話番号に
ついては、通常、表示部１０５に表示されるようになっているため、表示部１０５に表示
された内容から携帯電話１２ｃの電話番号を確認することができる。
【０１２０】
また、上記実施の形態（３）に係る情報処理システムでは、パソコン２３ｃから携帯電話
１２ｃへ遠隔操作データと鍵コードとを一緒に送信させるようにしているが、別の実施の
形態に係る情報処理システムでは、遠隔操作データと鍵コードとを異なるタイミングで送
信させるようにしても良い。
【０１２１】
また、上記実施の形態（１）～（３）に係る情報処理システムでは、顧客の名前、住所、
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及び生年月日などの顧客に関する情報に基づいて、携帯電話１２ａを所持している所持者
１１ａが、正規の顧客であるか否かを判断しているが、別の実施の形態に係る情報処理シ
ステムでは、車両販売事業者での車両購入時に顧客それぞれがパスワードを設定するよう
にし、このパスワードを図１１に示したように、顧客情報ファイルに登録しておき、この
登録しておいたパスワード、すなわち顧客だけが知り得る情報に基づいて前記判断を行う
ようにしても良い。
【０１２２】
このような顧客だけが知り得る情報としては、顧客が予め登録しておくパスワード以外に
、車両販売事業者で発行され、顧客に渡されるカードに記載されている暗証コードや、前
記カードに内蔵されたチップに記憶されている暗証コードなどが挙げられる。
【０１２３】
また、上記実施の形態（１）～（３）に係る情報処理システムでは、携帯電話１２ａ～１
２ｃを遠隔操作機器として動作させるための遠隔操作データを、サーバー２５ａからネッ
トワーク２４ａ及びパソコン２３ａを介して携帯電話１２ａへ送信させたり、サーバー２
５ｂからネットワーク２４ｂを介して携帯電話１２ｂへ送信させたり、パソコン２３ｃか
ら携帯電話１２ｃへ送信させたりしているが、別の実施の形態に係る情報処理システムで
は、前記遠隔操作データを、遠隔操作の対象となる遠隔操作対象装置（ここではドアロッ
ク装置１）から携帯電話１２ａ～１２ｃへ送信させるようにしても良い。
【０１２４】
また、さらに別の実施の形態では、前記遠隔操作データとして、携帯電話１２ａ～１２ｃ
の表示部１０５へ表示させるための操作画面に対応する操作画面データを前記遠隔操作対
象装置から携帯電話１２ａ～１２ｃへ送信させるようにしても良い。例えば、携帯電話１
２ａ～１２ｃから発光素子１０７を使って、前記遠隔操作対象装置へ向けて前記操作画面
データを要求する要求信号を送信させるようにし、該要求信号を受信した前記遠隔操作対
象装置が前記操作画面データを含んで構成される信号を外部へ送信させるようにする。
【０１２５】
なお、これを実現するには、携帯電話１２ａ～１２ｃに前記遠隔操作対象装置から送信さ
れてくる信号を受信するためのフォト・トランジスタなどの受信部を設ける必要や、前記
遠隔操作対象装置に前記信号を送信するための送信部を設ける必要がある。
【０１２６】
また、安全性を確保するために、携帯電話１２ａ～１２ｃから前記要求信号と合わせてＩ
Ｄコードを送信させるようにし、前記遠隔操作対象装置では送信されてくるＩＤコードに
基づいて、前記操作画面データを送信すべきか否かを判定させるようにしても良い。なお
、このＩＤコードについては、鍵コードと兼用しても良い。また、前記遠隔操作対象装置
については、ドアロック装置１に限定されることはなく、ナビゲーション装置やオーディ
オ装置などであっても良い。
【０１２７】
図１２は、実施の形態（４）に係る無線携帯端末の要部を概略的に示したブロック図であ
る。但し、図４に示した情報処理システムを構成する携帯電話１２ａと同様の構成部分に
ついては、同符号を付している。
【０１２８】
図中１２ｄは携帯電話（本発明の無線携帯端末に対応）を示しており、携帯電話１２ｄは
各種の制御を行う制御部１３１と、アンテナ１０２を介して外部と無線通信を行う通信部
１０３と、制御部１３１における処理結果などを格納するためのメモリ１０４と、文字情
報などを表示する表示部１０５と、各種操作内容を入力するための入力部１０６と、発光
素子１０７（例えば、発光ダイオード）と、発光素子１０７を発光させて遠隔操作信号を
送出させるドライバ１０８と、車両１３ｄに装備されているドアロック装置１を遠隔操作
するための遠隔操作データ、ドアロック装置１の遠隔操作に必要となる鍵コード、鍵コー
ド消去データなどを格納するためのメモリ１３２とを含んで構成されている。
【０１２９】
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前記遠隔操作データには、携帯電話１２ｄを遠隔操作機器として動作させるためのアプリ
ケーションプログラムＰ１が含まれている。また、前記鍵コード消去データには、所定の
条件が満たされると、メモリ１３２に記憶されている鍵コードを消去するためのアプリケ
ーションプログラムＰ２が含まれている。
【０１３０】
次に、実施の形態（４）に係る無線携帯端末（携帯電話１３ｄ）における制御部１３１の
行う処理動作▲４▼（すなわち、制御部１３１を構成するコンピュータに、アプリケーシ
ョンプログラムＰ２を実行させることによって実現される機能）を図１３に示したフロー
チャートに基づいて説明する。
【０１３１】
まず、アンテナ１０２を介して、通信部１０３で緊急信号が受信されたか否かを判断する
（ステップＳ６１）。なお、前記緊急信号は無線通信回線を通じて、外部から（例えば、
電話番号を利用して）携帯電話１２ｄ宛へ送信されてくる信号である。
【０１３２】
通信部１０３で前記緊急信号が受信されたと判断すれば、メモリ１３２に記憶されている
鍵コードを消去することによって、車両１３ｄに装備されているドアロック装置１の遠隔
操作をできないようにする（ステップＳ６２）。一方、通信部１０３で前記緊急信号が受
信されていないと判断すれば、ドアロック装置１の遠隔操作をできないようにする必要が
ないため、そのまま処理動作▲４▼を終了する。
【０１３３】
上記実施の形態（４）に係る無線携帯端末によれば、前記緊急信号が受信されと、メモリ
１３２に記憶されている鍵コードが消去され、車両１３ｄに装備されているドアロック装
置１の遠隔操作ができなくなるようになっているので、例えば、携帯電話１２ｄの紛失な
どの連絡を受けると、無線通信回線を使って、携帯電話１２ｄ宛に、前記緊急信号を送信
するサービスを行うサービス会社が設立されていれば、携帯電話１２ｄの所有者は携帯電
話１２ｄを紛失した場合、前記サービス会社へ紛失の連絡をすることによって、携帯電話
１２ｄによる遠隔操作を不能にすることができる。これにより、車両１３ｄの保安性を高
めることができる。
【０１３４】
次に、実施の形態（５）に係る無線携帯端末について説明する。但し、前記無線携帯端末
については、携帯電話１２ｄ、携帯電話１２ｄを構成する制御部１３１、及びメモリ１３
２を除いて、図１２に示した無線携帯端末の構成と同様であるため、携帯電話、制御部、
及びメモリには異なる符号を付し、その他の説明をここでは省略する。
【０１３５】
図中１３２Ａはメモリを示しており、メモリ１３２Ａには車両１３ｄに装備されているド
アロック装置１を遠隔操作するための遠隔操作データ、ドアロック装置１の遠隔操作に必
要となる鍵コード、鍵コード消去データなどを格納するものである。
【０１３６】
また、前記遠隔操作データには、携帯電話１２ｅを遠隔操作機器として動作させるための
アプリケーションプログラムＰ１が含まれている。また、前記鍵コード消去データには、
所定の条件が満たされると、メモリ１３２Ａに記憶されている鍵コードを消去するための
アプリケーションプログラムＰ３が含まれている。
【０１３７】
次に、実施の形態（５）に係る無線携帯端末（携帯電話１２ｅ）における制御部１３１Ａ
の行う処理動作▲５▼（すなわち、制御部１３１Ａを構成するコンピュータに、アプリケ
ーションプログラムＰ３を実行させることによって実現される機能）を図１４に示したフ
ローチャートに基づいて説明する。まず、タイマｔ１を０にしてスタートさせ（ステップ
Ｓ７１）、次に、タイマｔ１ が所定の期間Ｔ１

（例えば、１週間）経過したか否かを判断する（ステップＳ７２）。
【０１３８】



(16) JP 4424893 B2 2010.3.3

10

20

30

40

50

タイマｔ１が所定の期間Ｔ１経過していると判断すれば、メモリ１３２Ａに記憶されてい
る鍵コードを消去することによって、車両１３ｄに装備されているドアロック装置１の遠
隔操作をできないようにする（ステップＳ７３）。一方、タイマｔ１が所定の期間Ｔ１経
過していないと判断すれば、そのまま処理動作▲５▼を終了する。
【０１３９】
上記実施の形態（５）に係る無線携帯端末によれば、所定の期間Ｔ１が経過すると、メモ
リ１３２Ａに記憶されている鍵コードが消去され、車両１３ｄに装備されているドアロッ
ク装置１の遠隔操作ができなくなるようになっている。すなわち、定期的に鍵コードが消
去されるので、その都度、鍵コードを登録し直す必要があるようになっている。
従って、例えば、携帯電話１２ｅが盗まれたとしても、盗人が車両１３ｄを発見したとき
には、携帯電話１２ｅによる遠隔操作が不能となっているようにすることができる。これ
により、車両１３ｄの保安性を高めることができる。
【０１４０】
次に、実施の形態（６）に係る無線携帯端末について説明する。但し、前記無線携帯端末
については、携帯電話１２ｄ、携帯電話１２ｄを構成する制御部１３１、及びメモリ１３
２を除いて、図１２に示した無線携帯端末の構成と同様であるため、携帯電話、制御部、
及びメモリには異なる符号を付し、その他の説明をここでは省略する。
【０１４１】
図中１３２Ｂはメモリを示しており、メモリ１３２Ｂには車両１３ｄに装備されているド
アロック装置１を遠隔操作するための遠隔操作データ、ドアロック装置１の遠隔操作に必
要となる鍵コード、鍵コード消去データなどを格納するものである。
【０１４２】
前記遠隔操作データには、携帯電話１２ｆを遠隔操作機器として動作させるためのアプリ
ケーションプログラムＰ１が含まれている。また、前記鍵コード消去データには、所定の
条件が満たされると、メモリ１３２Ｂに記憶されている鍵コードを消去するためのアプリ
ケーションプログラムＰ４が含まれている。
【０１４３】
次に、実施の形態（６）に係る無線携帯端末（携帯電話１２ｆ）における制御部１３１Ｂ
の行う処理動作▲６▼（すなわち、制御部１３１Ｂを構成するコンピュータに、アプリケ
ーションプログラムＰ４を実行させることによって実現される機能）を図１５に示したフ
ローチャートに基づいて説明する。まず、タイマｔ２を０にしてスタートさせ（ステップ
Ｓ８１）、次に、タイマｔ２が所定の期間Ｔ２（例えば、２４時間）経過したか否かを判
断する（ステップＳ８２）。
【０１４４】
タイマｔ２が所定の期間Ｔ２経過していると判断すれば、メモリ１３２Ｂに記憶されてい
る鍵コードを消去することによって、車両１３ｄに装備されているドアロック装置１の遠
隔操作をできないようにする（ステップＳ８３）。
【０１４５】
一方、タイマｔ２が所定の期間Ｔ２経過していないと判断すれば、次に、携帯電話１２ｆ
を使った遠隔操作が行われたか否かを判断する（ステップＳ８４）。携帯電話１２ｆを使
った遠隔操作が行われたと判断すれば、タイマｔ２を０に戻し（ステップＳ８５）、他方
、前記遠隔操作が行われていないと判断すれば、そのまま処理動作▲６▼を終了する。
【０１４６】
上記実施の形態（６）に係る無線携帯端末によれば、所定の期間Ｔ２（例えば、２４時間
）が経過するまでに、遠隔操作が一度も行われないと、メモリ１３２Ｂに記憶されている
鍵コードが消去され、車両１３ｄに装備されているドアロック装置１の遠隔操作ができな
くなるようになっている。
【０１４７】
携帯電話１２ｆを使って遠隔操作を行うことができるようになっている場合、携帯電話１
２ｆの所有者が携帯電話１２ｆを所持していれば、所定の期間Ｔ２内に、何らかの遠隔操
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作が行われるはずである。にも拘らず、遠隔操作が行われない場合というのは、携帯電話
１２ｆを前記所有者以外の人間が所持していると考えることができる。
従って、所定の期間Ｔ２が経過するまでに、遠隔操作が行われない場合、携帯電話１２ｆ
による遠隔操作を不能とすることによって、車両１３ｄの保安性を高めることができる。
【０１４８】
また、上記実施の形態（４）～（６）に係る無線携帯端末では、車両１３ｄの保安性を高
めるために、所定の条件が満たされると、メモリ１３２に格納されている鍵コードを消去
するようになっているが、別の実施の形態に係る無線携帯端末では、鍵コードを消去する
のではなく、コードの書き換えを行うようにしても良い。
【０１４９】
また、上記実施の形態（４）～（６）に係る無線携帯端末では、携帯電話１２ｄ～１２ｆ
を遠隔操作機器として動作させるための遠隔操作データが、予めメモリ１３２、１３２Ａ
、１３２Ｂに格納されているが、別の実施の形態に係る無線携帯端末では、前記遠隔操作
データを、遠隔操作の対象となる遠隔操作対象装置（ここではドアロック装置１）から携
帯電話１２ｄ～１２ｆへ送信させるようにしても良い。
【０１５０】
また、さらに別の実施の形態では、前記遠隔操作データとして、携帯電話１２ｄ～１２ｆ
の表示部１０５へ表示させるための操作画面に対応する操作画面データを前記遠隔操作対
象装置から携帯電話１２ｄ～１２ｆへ送信させるようにしても良い。例えば、携帯電話１
２ｄ～１２ｆから発光素子１０７を使って、前記遠隔操作対象装置へ向けて前記操作画面
データを要求する要求信号を送信させるようにし、該要求信号を受信した前記遠隔操作対
象装置が前記操作画面データを含んで構成される信号を外部へ送信させるようにする。
【０１５１】
なお、これを実現するには、携帯電話１２ｄ～１２ｆに前記遠隔操作対象装置から送信さ
れてくる信号を受信するためのフォト・トランジスタなどの受信部を設ける必要や、前記
遠隔操作対象装置に前記信号を送信するための送信部を設ける必要がある。
【０１５２】
また、安全性を確保するために、携帯電話１２ｄ～１２ｆから前記要求信号と合わせてＩ
Ｄコードを送信させるようにし、前記遠隔操作対象装置では送信されてくるＩＤコードに
基づいて、前記操作画面データを送信すべきか否かを判定させるようにしても良い。なお
、このＩＤコードについては、鍵コードと兼用しても良い。また、前記遠隔操作対象装置
については、ドアロック装置１に限定されることはなく、ナビゲーション装置やオーディ
オ装置などであっても良い。
【０１５３】
また、上記実施の形態（１）～（３）に係る情報処理システム、上記実施の形態（４）～
（６）に係る無線携帯端末のいずれでも、車両に装備されるドアロック装置１の遠隔操作
を携帯電話で行わせる場合について説明しているが、遠隔操作の対象となる装置はドアロ
ック装置に限定されるものではなく、セキュリティモードのセット／アンセット操作が必
要となるセキュリティ装置など、鍵コードを使って利用者の制限を設ける必要のある装置
に対して有用である。
【０１５４】
さらに、別の実施の形態では、ドアロックを解錠したり、セキュリティモードをアンセッ
トしたりするときに、携帯電話から各個人を特定するための特定コードを送信させるよう
にし、該特定コードに基づいて、各個人に対応したドライバーズモードを復元させるよう
にしても良い。また、該ドライバーズモードとしては、例えば、シートポジションや、ミ
ラーポジション、再生メディア（例えば、ＣＤ、ＭＤ、ＡＭラジオ、ＦＭラジオなど）、
オーディオ音量などが挙げられる。
【０１５５】
なお、前記ドライバーズモードの復元を実現するには、各個人（前記特定コード）に対応
させて、所定の記憶装置に各個人の前記ドライバーズモードを記憶させておけば良い。ま
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例えば、乗車後のドライバーの動きや、操作などを記憶させるといった方法が挙げられる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態（１）に係る情報処理システムを採用した場合における、鍵
コードを携帯電話へ書き込む流れの一例を説明するための説明図である。
【図２】実施の形態（２）に係る情報処理システムを採用した場合における、鍵コードを
携帯電話へ書き込む流れの一例を説明するための説明図である。
【図３】実施の形態（３）に係る情報処理システムを採用した場合における、鍵コードを
携帯電話へ書き込む流れの一例を説明するための説明図である。
【図４】実施の形態（１）に係る情報処理システムの要部を概略的に示したブロック図で
ある。
【図５】（ａ）は実施の形態（１）に係る情報処理システムを構成するサーバーのデータ
ベースに格納されている顧客情報ファイルの構造を示し、（ｂ）は鍵コードファイルの構
造を示し、（ｃ）は通信事業者ファイルの構造を示したものである。
【図６】実施の形態（１）に係る情報処理システムにおけるパソコンと、サーバーと、携
帯電話とにおける処理動作を示したフローチャートである。
【図７】実施の形態（２）に係る情報処理システムの要部を概略的に示したブロック図で
ある。
【図８】実施の形態（２）に係る情報処理システムにおける携帯電話と、サーバーとにお
ける処理動作を示したフローチャートである。
【図９】実施の形態（３）に係る情報処理システムの要部を概略的に示したブロック図で
ある。
【図１０】実施の形態（３）に係る情報処理システムにおけるパソコンの制御部が行う処
理動作を示したフローチャートである。
【図１１】別の実施の形態に係る情報処理システムを構成するサーバーのデータベースに
格納されている顧客情報ファイルの構造を示したものである。
【図１２】実施の形態（４）に係る無線携帯端末の要部を概略的に示したブロック図であ
る。
【図１３】実施の形態（４）に係る無線携帯端末における制御部の行う処理動作を示した
フローチャートである。
【図１４】実施の形態（５）に係る無線携帯端末における制御部の行う処理動作を示した
フローチャートである。
【図１５】実施の形態（６）に係る無線携帯端末における制御部の行う処理動作を示した
フローチャートである。
【図１６】従来のドアロックシステムの要部を概略的に示したブロック図である。
【符号の説明】
１２ａ～１２ｆ　携帯電話
１３ａ～１３ｄ　車両
２３ａ、２３ｃ　パソコン
２４ａ、２４ｂ　ネットワーク
２５ａ、２５ｂ　サーバー
１０１、１１１、１２１、１３１、１３１Ａ、１３１Ｂ　制御部
２０１、２２１、３０１、３１１　制御部
２０６　送出部
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